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2DIO−4 　馬乳酒か ら分離 した Lactobacillus　sp ．　O・1 株の 溶存

　酸素条件 に よる代謝産物の 変化
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【目的】 当研 究室で モ ン ゴ ル の 馬乳酒か ら分離 した乳酸菌は，広 い 初 発pH
と培養温度 で 高い 増殖能 を示 し，振 と うフ ラ ス コ培養 と静置 フ ラ ス コ 培養

で 同様 に増殖 したの で ，様 々 な ス トレ ス に 耐性 を有す る こ とが考え られた．
本研 究は ，馬乳酒 か ら分離 した乳酸菌 の代謝産物 に対 して 酸素 ス トレ ス が

与える影 響の 検討 を 目的 と して ，発酵槽培養 に よ り溶存酸素濃度飽和お よ

び制 限条件 で培養 した．
【方 法 ・結 果】使 用 菌株 は ，16S　rDNA の 部分 配 列 解析 で 同定 され た

Lactoba・cittus 　sp 、0−1株を用い た．発 酵槽で の培養試験 は ，　DO 電極 で測定 し

た溶 存酸 素濃度飽和 お よび制 限条件で pH 　4〜7制御 お よび無制御 で 行い ，
峅地は 10gtL−glucose　GYPSU 地を用 い た，有機酸濃度 は HPLC あるい は酵

素法で 測定 し，エ タ ノ ール 濃 度は酵素法で 測定 し た．そ の 結果，pH 無制御

あ る い は 低pH 条件で は 乳酸生産速度は 低くな っ た が ，他の pH 制御培養で

は 良好に 乳酸を生 産 した ．溶存酸 素濃度飽和条件で は制限条件よ り乳酸生

産速度は 劣 っ た が 良好に乳酸 を生 産 した ，全 て の 培養 で エ タノ
ー

ル と酢酸

は 生 産 して お らず，乳酸の D 〆1．比 は 1．06 か ら L22 の 範 囲だ っ た．以上 の 結

果か ら，本研 究に 用い た株 は ，酸素ス トレ ス によ り最終代 辭産物 が酢酸お

よび エ タ ノ
ー

ル に 変化 し ない こ とが示 された．
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、Ve　anaLyzcd 　chcmic ヒ溷且compositien 　Df　Indonesia 　sago 　starch 　such 　as　water

⊂Dlltcnt ，　dictary　丘ibcr，　proしeill　con しent，　ash 　content 　and 　⊂rude 　lipid
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variatkms 　ln　thc　pll 〜md 　 concetltraしion．　Hydrotysis 　using 　O．5　U 〆ml 　of

glu⊂oamylase 　exhibited 　the　highcst　ofitacGnic　acid　producrion　up 　to　78・2
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starch 　and 　2．4 　g！t　of 　MgS （）
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2Dl　1−2 　遺伝 子組み 換え ワ イン 酵母 に よ る高光学純度 な L一
　乳 酸の 効率 的 生 産
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【目的】 ポ リ乳 酸は 、GO2 循 環 型 （カ
ー

ボン ニ ュートラル ）社会の 構 築に

貢献で き る材料 と して 注 目 され て い る。原料 で ある L一乳 酸の 生産技術 と し

て は、乳 酸菌 を用 い た 検討が 主流で あ る．しか し乳 酸菌の 場 合、局 い 栄養

要 求性 や 高密度培 養 とい った 課 題 が 生 じて い る．L・乳 酸の 低 コ ス ト生産技

術 を確 立 す るた め に、我 々 は 遺伝子 組 み 換え 醐 可：を利用 した 生 産 プ ロ セ ス

の開 発 に取 り組 んで い る。
【方法】　遺伝子 組み 襖 え酵 母 に よ るL一乳 酸の 生産 は 、従来、2u 　DNA を 含

ん だ YEp ベ ク タ
ー

で の 試み が 主流で あ った。今 回我 々 は 、酵母 XII番 染色

体 に位 置 す るp）’ruvate 　decarbox．vlase 　l （PDCI ） プ ロ モ ーター下 流 にL−iactate
deh）drogenase（LDH ）遺伝 ∫f’を導入 し．　PDCI （⊃RF遺伝子 の み が 破壊 され

る遣伝子 発 現 系 を試み た，，本手 法で 作製 した 組 み 換 え酵母 は 、導入 され た

LDH 遺伝子 が 内在 の PDCI プ ロ モ
ー

タ
ー

制 御下 で 発 現 され る特徴を も つ 、、
【結果 】 本 手法 で作 製 した 組み 換 え株 と 、YEp ベ ク タ

ー
を使って 作製 した

株 とを比 較 した。そ の 結果、PDC1 部位への 染色体導人 株で は 、乙ρH 遺伝

子 が染色体 中に 且〜2コf
．一

し か 挿入 されて い ない に も関わ らず、高い LDH

活 辻 を示 した。また、1090グル コ
ー

ス 含有YPD 培地に よ る発 酵試験 の 結 果、
高い L一乳酸生産を確 認す る こ とがで きた。

【R 的 】　 自動車用材料 に 展開可能 な低コス トで 高性能 なポ リ乳酸 を得 るた

め 1、は 、モ ノ マ
ー

で ある L一乳酸の 高効率 生産 と 高光学純度 を達成す る必 要

が あ る．我々 は 、酵母 を用 い たL一乳酸生産の 開発 に取 り組 ん で お り、先の

演者 ら にお い て 、PDCI プ ロ モ
ーターを用 い た ム DH 遺伝子の 染色体導人

が 、L一乳 酸の 効率的生産に 寄与す る こ とを報 告 し た。さ らなる高生 産 を 目

指 し 、LDH 遺伝子 の 導入 コ ピー数を増や した株 を構築 L 、本株の L一乳酸生

歳量お よび 光学純度に っ い て 解析 を行 っ た．
【方法 】　 ワ イン 酵母 に お け る PD （；1　mRNA の 発現 を、　 R

’
IIPCR に よ っ

一
〔解

析 した 。次に 、先の 報告で 述 べ た乳酸生巌酵母を宿 主に 、ll）H 遺伝子 の 導

入 コ ピ
ー

数 を増や した組 み 換え酵 母を作製 した．本株 に っ い て 発酵試験 を

行い 、L・乳酸の 生産量お よび 光学純度に つ い て 測定 した 。
【結 果】　 ワ イン 酵母 に お け る RTPGR の 結果、PDCi は TDH ．ヲ よ りも高発現

し て い る こ とが 確認 された ．奉結果 は 、高い 糖濃度条件 ドに お い て 、PDCI
プ
．
ロ モ

ー
タ
ーが 高発現プ ロ モ

ーターと して 機能す る こ と を示 唆 して い る c

発酵試験の 結果、導入＝ピー数の 上 昇に 比例 して 、L一乳酸 生 産 の 向 上 が確

認 され た。また得 られたL一乳酸は、高い 光学純度を 示 して い た。
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